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イード・アル＝アドハー︓アッラー に ちかづく こと の よろこび 
 

 

 

そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 

クルバン とは、 たん に かちく を ぎせい と して ささげる と いう だけ では ありません。 とくしん を ついきゅう し、 

アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）に ちかづく こと です。 それ は、 「いい なさい。 『ほんとう に、 わたし の     

れいはい も、 わたし の ほうし も、 わたし の せい も、 わたし の し も、 しょせかい を すべる しゅ アッラー 

の ため に ある』 」1 と いう アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の いましめ を こころ から じゅんしゅ する こと  

です。 

いっぽう、 イード・アル＝アドハー は ぜんのう の アッラー から けいけん な しもべたち に あたえ られた もの です。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 

イード とは、 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の みち に おいて あたえ、 わかち あう ひび の こと です。 イード 

とは、 おもい、 おもわれる ひび の こと です。 ですから、 りんじん の、 しんるい の、 もたざる ひとびと の、 みより 

の ない こ の、 こんきゅう して いる ひとびと の けんり を まもり ましょう。 

イード の ほんしつ は スィラーィ・アッ＝ラヒーム（じひ の みち）に あり ます。 りょうしん を はじめ、 めうえ の ひと 

や ゆうじん、 しんせき、 りんじん を たずね ましょう。 かれら の いのり を うけとり ましょう。 びょうき の ひと や   

こうれい の ひと、 みすて られた ひと と イード の よろこび を わかちあい ましょう。 わたしたち の みらい で ある  

こども や わかものたち から、 イード の もつ せいしんてき な ふんいき を うばう こと の ない ように しましょう。 

イード の ひび とは、 しんこうじょう の どうほうあい が たかまる とくべつ な とき です。 きずつき、 かなしみ に くれる 

こころ は、 イード の うつくしさ、 かみ の しゅくふく の ゆたかさ に よって いやし ましょう。 

しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 

イード の ひび と は、 わたしたち が ひとつ の ウンマ（きょうどうたい）で ある と いう いしき を たかめる とき です。 

ち と なみだ の ながれる なか で イード を むかえる、 よくあつ され、 しいたげ られた しんこうじょう の きょうだい、 

しまいたち の ため に、 こえ に だして、 あるいは こころ の なか で いのり、 ささえ ましょう。 ムスリム の すまう   

くにぐに で、 へいわ に、 あんぜん に イード の ひび を たのしめる よう ぜんのう の しゅ（スブハーナ ワ タアーラー） 

に ねがい ましょう。 

イード・アル＝アドハー が わたしたち の たましい に しずけさ を、 かてい に しゅくふく を、 わたしたち の そこく と  

イスラームせかい に へいわ を もたらして くれる よう、 この ば を かりて ぜんのう の アッラー（スブハーナ ワ     

タアーラー）に いのり ます。 イード・ムバーラク。 みなさま の イード に こうふく が あります ように。 
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